
国
際
協
力
拠
点
と
し
て
の
大
学
 

国国
際際
協協
力力
はは
国国
境境
のの
なな
いい
信信
頼頼
関関
係係
のの
構構
築築
かか
らら
  

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
本
部
を
置
く
ア
ジ
ア
人
材
養
成
研
究
セ
ン
タ
ー
 

石
澤
良
昭
 
上
智
大
学
ア
ジ
ア
人
材
養
成
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
・
教
授
 

  
一一
  
国国
際際
協協
力力
のの
哲哲
学学
はは
  

「「
カカ
ンン
ボボ
ジジ
アア
人人
にに
よよ
るる
、、
  

  
  
  
カカ
ンン
ボボ
ジジ
アア
のの
たた
めめ
のの
、、
  

  
  
  
  
カカ
ンン
ボボ
ジジ
アア
のの
遺遺
跡跡
保保
存存
修修
復復
」」
  

 
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
生
き
る
喜
び
に
満
ち
あ
ふ

れ
て
い
る
の
を
感
じ
る
。
貧
し
い
の
に
な
ぜ
な
の

か
。
そ
れ
は
人
々
の
心
が
満
た
さ
れ
、
人
間
の
本

来
の
考
え
方
が
健
全
に
機
能
し
、
巨
大
な
自
然
と

ま
っ
す
ぐ
向
き
合
っ
て
暮
ら
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生

活
の
中
で
満
足
を
覚
え
て
い
る
と
い
う
当
た
り

前
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
は
仏

教
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
精
神
の
平
安
を
得
て
い

る
人
々
で
あ
る
。
 

 
そ
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
西
北
部
の
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ

プ
市
郊
外
に
は
、
世
界
的
に
有
名
な
ア
ン
コ
ー

ル
・
ワ
ッ
ト
を
は
じ
め
、
主
要
な
遺
跡
六
十
二
ヵ

所
が
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
東
京
二
十
三
区
ほ
ど
の
広

さ
で
あ
る
。
そ
こ
は
九
世
紀
か
ら
約
五
百
五
十
年

に
わ
た
り
ア
ン
コ
ー
ル
王
朝
の
首
都
で
、
各
時
代

の
王
が
造
営
し
た
石
造
の
寺
院
や
僧
院
、
橋
な
ど

の
大
遺
跡
が
集
中
し
て
み
ら
れ
る
。
一
九
九
二
年

に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
 

 
上
智
大
学
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
国
際
調
査
団
（
以

下
、
調
査
団
と
略
）
は
、
前
記
を
国
際
協
力
の
哲

学
に
掲
げ
、
一
九
八
〇
年
以
来
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国

政
府
と
協
力
し
、
中
・
長
期
計
画
に
基
づ
く
自
前

発
掘
・
自
前
修
復
・
自
国
研
究
が
で
き
る
カ
ン
ボ

ジ
ア
人
専
門
家
の
養
成
を
目
標
と
し
て
き
た
。
二

〇
〇
三
年
十
二
月
に
は
第
四
十
次
調
査
団
を
派

遣
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
保
存
官
候
補
者
や
石
工
の

現
地
実
習
を
続
け
て
い
る
。
調
査
団
の
主
な
活
動

分
野
は
、
建
築
、
地
質
、
考
古
、
水
利
環
境
、
森

林
、
村
落
社
会
、
民
話
・
伝
統
文
化
、
遠
隔
地
遺

跡
な
ど
で
あ
る
。
 

 
調
査
団
の
調
査
研
究
・
人
材
養
成
に
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
機
関
は
、
ユ
ネ
ス
コ
、
フ
ラ
ン
ス
極

東
学
院
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
二
省
庁
と
二
大
学
、
日

本
の
ハ
大
学
と
五
機
関
・
会
社
な
ど
で
あ
る
。
 

 二二
  
アア
ジジ
アア
のの
「「
知知
」」
のの
遺遺
産産
をを
学学
ぶぶ
  

  
ア
ジ
ア
人
材
養
成
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
セ

ン
タ
ー
と
略
）
が
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
に
建
設
さ
れ

て
す
で
に
九
年
の
歳
月
が
流
れ
た
。
セ
ン
タ
ー
の

建
設
に
は
、
朝
日
新
聞
社
を
中
心
と
し
た
百
四
人

の
皆
様
よ
り
浄
財
を
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
。
受
託

者
は
上
智
大
学
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
に
は
日
本
人

臨
時
嘱
託
職
員
二
人
が
配
置
さ
れ
、
日
常
業
務
及

び
人
材
養
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
統
轄
し
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
は
二
階
建
て
で
、
約
二
百
九
十
平
方
メ

ー
ト
ル
の
広
さ
が
あ
る
。
二
階
に
宿
泊
室
九
室
、

一
階
に
は
建
築
・
考
古
の
研
究
室
が
あ
る
。
 

 
セ
ン
タ
ー
の
目
標
は
、
第
一
は
ア
ン
コ
ー
ル
遺

跡
を
合
む
ア
ジ
ア
の
文
化
遺
産
の
保
存
と
研
究

の
活
動
を
通
じ
て
、
そ
の
土
地
の
過
去
と
現
在
と

未
来
を
結
ん
で
人
間
の
営
み
を
と
ら
え
、
遺
跡
に

塗
り
込
め
ら
れ
た
往
時
の
人
々
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
 

 
第
二
は
、
文
化
遺
産
の
周
辺
で
生
活
し
て
い
る
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村
人
た
ち
の
伝
統
文
化
を
学
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、

農
村
調
査
や
自
然
環
境
調
査
を
通
じ
て
、
 

熱
帯
ア
ジ
ア
に
お
い
て
機
能
し
て
い
る
生
活
の

「
知
」
を
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
 

 
第
三
は
、
ア
ジ
ア
の
研
究
者
と
協
働
し
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
深
い
歴
史
的
認
識
を
背

景
と
し
た
ア
ジ
ア
の
地
域
固
有
性
を
再
検
証
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ッ
シ
ュ
ー
（
世
界
的
問
題
）
と

地
域
社
会
の
相
関
関
係
を
学
び
、
ア
ジ
ア
の
現
場

か
ら
観
測
し
な
が
ら
発
信
し
、
受
信
し
、
そ
れ
ら

情
報
を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
 

 三三
  
建建
学学
のの
精精
神神
をを
アア
ジジ
アア
でで
実実
践践
  

 
セ
ン
タ
ー
に
は
教
育
・
研
究
・
国
際
交
流
・
広

報
の
四
部
門
が
置
か
れ
て
い
る
。
 

 
教
育
活
動
の
拠
点
と
し
て
 
当
分
の
間
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
人
保
存
官
及
び
石
工
の
養
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
す
る
。
二
〇
〇
二
年
夏
か
ら
は
、
本
は

学
大
学
院
地
域
研
究
専
攻
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
科
目
の
講
義
が
開
講
さ
れ
、
出
席
者
は

現
地
で
大
学
の
単
位
が
取
得
が
で
き
る
。
 

 
調
査
研
究
の
拠
点
と
し
て
 
セ
ン
タ
ー
で
は
、

日
本
・
ア
セ
ア
ン
諸
国
の
大
学
院
学
生
・
ポ
ス
ド

ク
、
若
手
研
究
者
を
受
け
入
れ
、
現
地
調
査
・
研

究
の
便
宜
を
供
与
し
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
に
は
数

多
く
の
修
復
現
場
写
真
・
図
面
・
設
計
図
が
保
管

さ
れ
、
こ
れ
ら
資
料
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
大
学

院
学
生
が
論
文
作
成
の
た
め
、
い
つ
も
数
人
潜
在

し
て
い
る
。
 

 
国
際
交
流
の
拠
点
と
し
て
 
近
隣
の
住
民
及

び
小
学
校
生
徒
を
対
象
に
発
掘
・
修
復
現
場
の
説

明
会
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
陶
磁
器
の
水
洗

い
体
験
や
仏
像
・
出
土
品
の
検
分
の
た
め
、
年
間

約
九
百
人
（
二
〇
〇
三
年
）
の
来
訪
者
が
あ
る
。

国
際
交
流
を
兼
ね
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
、
二

〇
〇
四
年
三
月
に
は
二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
文
化
遺
産
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
と
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
」
を
開
催
し
、
ア
セ
ア

ン
五
力
国
、
米
・
仏
・
英
ほ
か
十
二
カ
国
か
ら
約

八
十
人
（
延
べ
人
数
 

約
二
百
四
十
人
）
が
集
ま
り
、
三
日
間
討
論
を
行

っ
た
。
講
演
、
セ
ミ
ナ
ー
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も

開
催
し
て
き
た
。
 

 
広
報
活
動
の
拠
点
と
し
て
 
遺
跡
の
考
古
発

掘
や
ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
西
参
道
の
修
復
活
動

の
成
果
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
研
究
会
の
案
内
な
ど

を
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
世
界
へ
向
け
て
発
信
し
て

い
る
。
 

セ
ン
タ
ー
は
上
智
大
学
二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
地
域
立
脚
型
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ

ィ
ー
ズ
」
の
海
外
教
育
拠
点
で
も
あ
る
。
 

 四四
  
現現
地地
のの
研研
究究
拠拠
点点
はは
  

  
  
  
アア
ジジ
アア
発発
信信
局局
のの
役役
割割
をを
果果
たた
すす
  

  
セ
ン
タ
ー
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
種
々
の
情
報
の

受
信
と
発
信
、
蓄
積
の
機
能
を
も
ち
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
全
世
界
と
結
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の

日
本
の
ア
ジ
ア
研
究
は
、
現
地
の
研
究
拠
点
を
も

た
な
い
ま
ま
推
進
さ
れ
て
き
た
。
天
文
台
を
も
た

な
い
天
文
学
研
究
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
現
在
、

民
族
・
人
口
・
食
糧
・
環
境
な
ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・

イ
ッ
シ
ュ
ー
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
で
、
セ
ン
タ
ー

は
地
域
に
お
け
る
持
続
的
な
調
査
研
究
を
実
施

す
る
定
点
観
測
所
で
あ
る
。
地
域
に
立
脚
し
な
が

ら
、
眼
前
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

波
動
を
把
握
し
、
地
域
の
痛
み
と
矛
盾
点
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
の
功
罪
な
ど
を
発
信
し
、
問
い
か
け
て

い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ッ
シ
ュ
ー
を
村
落
な
ど

の
現
場
か
ら
と
ら
え
、
調
査
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て

い
る
。
 

 五五
  
文文
化化
摩摩
擦擦
ＩＩ
ＩＩ
ぶぶ
つつ
かか
りり
合合
いい
学学
ぶぶ
  

  
私
た
ち
の
人
材
養
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
文
化

衝
突
の
連
続
で
あ
る
。
遺
跡
を
守
る
協
力
は
、
た

だ
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
で
掘
っ
て
ク
レ
ー
ン
で
石
材

を
積
み
直
せ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
ま

ず
何
よ
り
も
、
遺
跡
を
綿
密
に
調
査
・
研
究
し
、
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ど
の
よ
う
に
石
積
み
す
る
か
な
ど
、
土
着
技
術
の

発
掘
を
含
め
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
地

の
技
術
レ
ベ
ル
に
適
合
し
た
技
術
導
入
か
ら
始

ま
り
、
現
場
を
見
な
が
ら
徐
々
に
新
機
器
や
先
端

技
術
を
持
ち
込
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

 
現
地
の
人
た
ち
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
る
。
材
の
影
絵
芝
居
や
盆
踊
り
を
見
た
り
、
民

話
を
聞
い
た
り
、
ま
た
、
い
つ
田
植
え
を
す
 

る
か
、
ど
う
す
れ
ば
雨
水
が
抜
け
る
か
、
ど
の
樹

木
の
実
に
ど
ん
な
薬
効
が
あ
る
か
な
ど
、
住
民
に

多
く
の
こ
と
を
教
え
ら
れ
る
。
 

 
結
局
の
と
こ
ろ
、
人
材
養
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

は
「
ぶ
つ
か
り
合
い
学
ぶ
」
こ
と
で
あ
る
と
実
感

す
る
の
で
あ
る
。
こ
ち
ら
が
善
意
と
思
っ
て
も
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
側
で
は
干
渉
と
受
け
取
る
場
合
が

あ
る
。‘日
本
の
や
り
方
だ
け
が
正
し
い
と
は
思
わ

な
い
ほ
う
が
い
い
。
国
際
協
力
は
相
互
の
信
頼
関

係
を
い
か
に
構
築
し
て
い
く
か
に
か
か
っ
て
い

る
。
 

 
遺
跡
の
保
存
修
復
は
、
あ
く
ま
で
も
現
地
の
人

た
ち
の
手
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
が
原
則
で

あ
る
。
民
族
の
固
有
な
文
化
を
世
界
へ
向
か
っ
て

説
明
で
き
る
人
々
は
、
誰
よ
り
も
現
地
に
暮
ら
す

人
々
で
あ
る
。
人
材
養
成
と
保
存
修
復
事
業
に
関

す
る
協
力
と
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
そ
こ
に
暮
ら

す
人
々
を
助
け
る
こ
と
が
基
本
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
 

六六
  
なな
ぜぜ
人人
材材
養養
成成
をを
始始
めめ
たた
かか
  

――
――
鎮鎮
魂魂
のの
気気
持持
ちち
をを
込込
めめ
てて
  

 
私
は
一
九
八
〇
年
、
内
戦
の
戦
塵
く
す
ぶ
る
中
、

ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
の
破
壊
状
況
を
調
査
す
る
た

め
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
ヘ
出
か
け
た
。
当
時
 

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
日
本
と
国
交
が
な
く
、
ベ
ト
ナ
ム

経
由
で
五
日
間
か
け
て
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
に
た

ど
り
着
い
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
一
九
七
〇
年
か

ら
内
戦
に
入
り
、
遺
跡
は
一
九
九
三
年
ま
で
の
二

十
四
年
間
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
の
時
代
（
一
九
七
五
〜
七
九
年
）

に
遺
跡
保
存
官
約
三
十
六
人
が
不
慮
の
死
に
追

い
や
ら
れ
た
。
遺
跡
を
守
る
人
た
ち
が
い
な
く
な

っ
た
の
で
あ
る
。
 

 
個
人
的
な
こ
と
を
言
わ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

一
九
六
一
年
か
ら
私
が
一
緒
に
遺
跡
の
保
存
修

復
の
現
場
で
働
い
て
い
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
同
僚

の
保
存
官
（
コ
ン
サ
ベ
イ
タ
タ
ー
）
た
ち
が
死
ん

で
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
を
な

ん
と
か
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
私
を
駆
り
立

て
る
も
の
は
、
彼
ら
に
対
す
る
鎮
魂
の
気
持
ち
で

あ
る
。
 

 七七
  
カカ
ンン
ボボ
ジジ
アア
人人
  

学学
位位
取取
得得
者者
のの
就就
職職
状状
況況
  

  
人
材
養
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
王
立
芸
術
大
学

の
再
開
及
び
平
和
の
兆
し
が
み
え
て
き
た
一
九

九
一
平
三
月
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
れ
は
、
考
古
発

掘
調
査
及
び
保
存
修
復
を
指
揮
で
き
る
将
来
の

保
存
官
及
び
中
級
レ
ベ
ル
の
技
術
を
も
っ
た
幹

部
技
官
と
石
工
の
養
成
の
三
本
立
て
で
始
ま
り
、

現
在
も
続
い
て
い
る
。
 

 
王
立
芸
術
大
学
考
古
・
建
築
両
学
部
の
学
生
の

中
か
ら
選
抜
し
て
研
修
生
と
し
て
採
用
し
、
三
年

か
ら
五
年
の
考
古
発
掘
・
遺
跡
修
復
の
現
場
実
習

を
経
た
の
ち
に
、
大
学
院
の
学
位
を
取
得
さ
せ
る

こ
と
に
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
上
智
大
学
大
学
院

と
東
京
芸
術
大
学
大
学
院
の
修
士
・
博
士
両
課
程

に
お
い
て
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
研
究
や
カ
ン
ボ
ジ

ア
自
国
研
究
に
取
り
組
み
、
現
地
踏
査
を
実
施
し
、

英
語
で
学
位
論
文
を
書
い
て
い
る
。
す
で
に
二
〇

〇
二
年
三
月
、
オ
ム
ラ
ビ
氏
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
と

し
て
初
め
て
の
博
士
号
を
取
得
し
た
。
 

 
二
〇
〇
四
年
三
月
ま
で
の
成
果
は
、
博
士
号
玖

得
者
四
人
、
修
士
号
取
得
者
四
人
で
あ
る
。
彼
ら

は
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
閣
僚
評
議
会
専
門
委
員
、
文

化
芸
術
省
副
局
長
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
観
光
局
次
長
、

プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
助
教
授
、
王
立
芸
術
大
学
助
教

授
及
び
講
師
、
金
沢
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｅ
研
究
員
な
ど
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
。
 

 
セ
ン
タ
ー
に
は
現
在
、
考
古
学
研
修
生
四
人
、



 4

建
築
学
研
修
生
六
人
、
石
工
研
修
生
十
四
人
、
ア

ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
西
参
道
修
復
現
場
作
業
 

員
三
十
人
が
所
属
し
て
い
る
。
こ
の
石
工
養
成
の

様
子
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
の「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
」（
二

〇
〇
一
年
十
一
月
放
送
）
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。 

 八
 
幸
運
に
も
世
紀
の
大
発
見
 

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
歴
史
を
塗
り
替
え
る
大
発
掘
 

  
考
古
発
掘
実
習
を
始
め
て
十
一
年
目
に
あ
た

る
二
〇
〇
一
年
三
月
と
八
月
に
、
偶
然
に
も
バ
ン

テ
ア
イ
・
ク
デ
イ
寺
院
（
十
二
世
紀
末
ご
ろ
建
立
）

の
境
内
か
ら
二
百
七
十
四
体
の
廃
仏
が
発
掘
さ

れ
た
。
 

 
発
掘
状
況
か
ら
考
察
す
る
と
、
そ
れ
ら
仏
像
は

深
さ
が
地
上
か
ら
約
ニ
メ
ー
ト
ル
、
底
面
一
道
が

約
ニ
メ
ー
ト
ル
の
四
角
の
穴
に
埋
め
ら
れ
た
。
地

中
に
あ
っ
て
約
八
百
年
に
わ
た
り
温
度
も
温
度

も
一
定
で
あ
っ
た
た
め
、
保
存
 

状
況
は
極
め
て
よ
く
、
高
貴
で
美
し
い
尊
顔
を
拝

む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
仏
像
の
時
代
は
 

十
一
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
で
あ
る
。
ア
ン
コ
ー
ル

遺
跡
の
存
在
が
世
界
に
知
ら
れ
て
か
ら
約
百
四

十
年
た
っ
た
が
、
今
回
の
よ
う
に
大
量
の
廃
仏
が

発
見
さ
れ
た
例
は
な
い
。
 

 
な
ぜ
こ
う
し
た
廃
仏
事
件
が
起
こ
っ
た
の

か
？
 
ジ
ャ
ヤ
バ
ル
マ
ン
七
世
（
一
一
八
一
〜
一

二
一
五
年
ご
ろ
）
は
、
ア
ン
コ
ー
ル
王
朝
の
中
で

最
も
多
く
の
仏
教
寺
院
を
建
設
し
、
栄
華
を
つ
く

り
だ
し
た
偉
大
な
王
で
あ
る
。
そ
の
次
の
次
に
即

位
し
た
シ
ャ
ヤ
バ
ル
マ
ン
八
世
（
一
二
四
三
〜
一

二
九
五
年
）
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
敦
を
篤
信
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
王
位
継
承
争
い
か
ら
仏
像
狩
り
を

命
令
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
 

 
今
回
の
大
量
の
廃
仏
の
発
見
に
よ
り
、
ジ
ャ
ヤ

バ
ル
マ
ン
八
世
の
統
治
下
で
も
そ
れ
な
り
に
通

常
の
政
治
が
機
能
し
、
国
内
の
繁
栄
が
維
持
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
 

 
こ
れ
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
宝
の
大
発
見
は
、
十

一
年
に
わ
た
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
保
存
官
候
補
者

の
研
修
中
の
出
来
事
で
あ
り
、
彼
ら
の
手
で
発
掘

さ
れ
た
こ
と
を
何
よ
り
も
喜
び
た
い
。
こ
の
発
掘

は
、
フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院
の
学
者
た
ち
が
百
年
か

か
っ
て
構
築
し
て
き
た
ア
ン
コ
ー
ル
王
朝
末
期

の
歴
史
を
塗
り
替
え
る
大
発
見
に
も
つ
な
が
っ

た
の
で
あ
る
。
 

 九九
  
遺遺
跡跡
・・
住住
民民
・・
自自
然然
環環
境境
  

のの
共共
存存
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
  

  
  
  
  
  
――
――
ゴゴ
ミミ
対対
策策
にに
頭頭
をを
痛痛
めめ
るる
  

  
私
た
ち
は
遺
跡
の
保
存
・
修
復
だ
け
す
れ
ば
よ

い
と
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
。
遺
跡
の
周
辺
で

生
活
し
て
い
る
村
人
た
ち
の
村
落
社
会
の
発
展

と
伝
統
文
化
を
再
興
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手

伝
っ
て
い
る
。
近
隣
の
森
林
の
自
然
環
境
の
調
査

（
植
物
生
態
な
ど
）
、
バ
ン
テ
ア
イ
・
ク
デ
イ
寺

院
周
辺
の
村
落
の
農
業
調
査
や
水
質
検
査
な
ど

が
地
道
な
が
ら
続
け
ら
れ
て
い
る
。
シ
ェ
ム
リ
ア

ッ
プ
州
の
無
形
文
化
財
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
、

民
話
の
採
話
も
一
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。 

 
特
に
近
隣

の
ス
ラ
・
ス

ラ
ン
村
の
経

済
・
社
会
調

査
や
伝
統
文

化
の
調
査
成

果
が
出
て
い

る
。
こ
れ
ら

は
息
の
長
い

調
査
で
あ
り
、

そ
の
方
法
論

は
「
遺
跡
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
」
と
い

う
（
上
図
参
照
）
。
例
え
ば
、
遺
跡
は
地
域
の
文

化
資
源
と
い
う
新
方
法
論
を
打
ち
出
し
て
い
る
。 

 
し
か
し
、
観
光
振
興
は
簡
単
で
は
な
い
。
ア
ン

コ
ー
ル
遺
跡
群
の
周
辺
の
環
境
悪
化
、
特
に
ホ
テ

ル
か
ら
出
る
ゴ
ミ
問
題
へ
の
対
応
が
現
在
大
問
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題
と
な
っ
て
い
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
と
協
議
し
、

「
ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
二
〇
〇
三
年
五
月
に
立
ち
上
げ
た
。
こ
れ

は
本
学
の
学
外
共
同
研
究
の
形
で
、
日
本
品
質
保

証
機
構
（
Ｊ
Ｑ
Ａ
）
、
国
際
規
格
研
究
所
（
Ｉ
Ｓ

Ｒ
Ｉ
）
、
品
質
保
証
総
合
研
究
所
（
Ｊ
Ｑ
Ａ
Ｉ
）

の
協
力
を
得
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
ア
プ
サ
ラ
機
構
の
政
府
職
員
、
技
官
、

小
学
校
の
教
員
な
ど
が
そ
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
訓
練
の
後
、
ア
プ
サ
ラ
機
構
は
国
際
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
る
「
Ｉ
Ｓ
０
１
４
０
０
１
 
環

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」
を
取
得
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
 

十十
  
結結
論論
とと
しし
てて
  

 
―
―
国国
境境
のの
なな
いい
強強
固固
なな
信信
頼頼
関関
係係
のの
構構
築築
  

 
セ
ン
タ
ー
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
根
づ
い
て
九
年

に
な
る
が
、
そ
の
間
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
三
回
の

総
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
二
〇
〇
一
年
に
は
ア
セ
ア

ン
加
盟
を
果
た
し
た
。
 

 
遺
跡
の
保
存
修
復
か
ら
始
ま
っ
た
私
た
ち
の

国
際
協
力
は
、
始
め
か
ら
遺
跡
（
文
化
）
と
村
落

（
人
間
）と
森
林（
自
然
）を
三
位
一
体
と
考
え
、

遺
跡
だ
け
に
的
を
絞
ら
ず
に
周
辺
の
村
人
を
巻

き
込
ん
で
展
開
し
て
き
た
。
 

①
 
遺
跡
の
調
査
研
究
・
保
存
修
復
の
事
業
を

通
じ
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
た
ち
と
強
固
な
信
頼

関
係
を
結
ん
で
き
た
。
基
本
的
な
立
場
は
、
「
国

際
協
力
と
は
人
間
の
協
力
」
で
あ
る
と
い
う
極
め

て
単
純
な
も
の
で
あ
り
、
遺
跡
保
存
活
動
の
領
域

で
肌
の
色
、
言
葉
の
壁
を
突
き
破
り
、
個
々
人
の

レ
ベ
ル
で
ど
れ
だ
け
「
国
境
の
な
い
信
頼
関
係
」

が
構
築
さ
れ
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
 

 
②
 
私
た
ち
は
ま
ず
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
学
ぶ
べ

き
「
知
」
の
遺
産
が
あ
り
、
そ
の
う
え
で
自
ら
が

日
本
の
「
知
」
を
語
る
と
い
う
姿
勢
を
貫
い
て
い

た
こ
と
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
た
ち
の
信
用
度

（
ク
レ
デ
ィ
ビ
リ
テ
ィ
）
を
高
め
て
き
た
と
思
わ

れ
る
。
現
地
の
法
令
順
守
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。 

 
③
 
シ
ア
ヌ
ー
ク
議
長
（
現
国
王
陛
下
）
は
、

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
困
難
に
直
面
し
て
い
た
時
期

に
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
の
保
護
の
た
め
に
手
を
差

し
仲
べ
て
く
れ
た
。
私
た
ち
は
最
初
に
井
戸
を
掘

っ
た
人
を
忘
れ
な
い
」
と
、
一
九
九
二
年
の
ユ
ネ

ス
コ
と
の
会
議
で
述
べ
ら
れ
た
。
 

 
④
 
調
査
団
の
名
称
は
英
語
名

Sophia 

M
ission Sophia
は
上
智
大
学
の
英
語
名
）
と

い
い
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
頻
繁
に
現
地
に
入
っ

て
い
る
の
で
、
地
元
に
溶
け
込
み
、
そ
の
名
前
を

知
ら
な
い
人
は
い
な
い
。
「
継
続
は
力
な
り
」
と

言
え
る
。
そ
し
て
人
づ
く
り
は
根
気
（
執
念
）
と

時
間
（
継
続
）
、
そ
し
て
お
金
で
あ
る
こ
と
を
実

感
し
て
い
る
。
私
た
ち
の
活
動
に
賛
同
し
、
ご
寄

附
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
 

 
⑤
 
だ
い
ぶ
手
前
昧
噌
と
な
る
こ
と
を
お
許

し
い
た
だ
き
た
い
。
い
ま
思
え
ば
上
智
大
学
当
局

の
懐
の
深
さ
に
頭
が
下
が
る
。
ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ

ッ
ト
に
夢
と
ロ
マ
ン
を
託
し
た
私
の
活
動
を
温

か
く
見
守
り
、
小
さ
な
芽
を
育
て
て
く
だ
さ
っ
た
。

こ
う
し
た
大
学
と
同
僚
の
寛
大
な
取
り
計
ら
い

に
感
謝
を
さ
さ
げ
た
い
。
 

 

（
大
学
時
報
 
N
o. 296 M
ay 2004）
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